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令和 3年度 事業報告書

特定非営利活動法人 日韓 トンネル研究会

¬.事業の成果

社会教育事業では、オンラインで国際会議へ参加 し、日韓 トンネルの意義を国内外に広めた。

調査研究事業では、各種 トンネルに関する事例研究などを行い、海底 トンネルのルー ト選定の基本方

針をたてた。これらは今後の日韓共同研究につながるものである。

国際協力事業では、釜山やソウルにある韓国側団体への情報提供や先方の出版物への寄稿をした。

情報収集提供事業では、当会のホームページをリニューアル し、過去 39年間に当会が発行 した出版

物のレポー トを分類 し公開した。

刊行物の発行事業では「日韓 トンネル通信」を 5回発行 した。

2021年度は以下のことを研究した。

1.社会教育事業

・渉外活動

・講演会や勉強会の開催

2.調査研究事業

・地形地質の研究

・マシンの耐水性研究

・ トンネルの使用法・工法の検討

・事例研究

・ トンネルに関する既存資料収集

3.国際協力事業

・情報提供

4.情報収集提供事業

・インターネットによる情報収集

・ホームページの維持と更新

5.刊行誌の発行事業

・ 日韓 トンネル通信の発行

・パンフレット等の増刷

(研究成果の概要は当会の刊行物 「日韓 トンネル通信」

する政府ならびに地方公共団体に発送した。)

に公表 し、関係



2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 事業費の総費用 5,343千 円
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1‐ 1.渉外活動

日韓 トンネル通信などの出版物を各省庁、国会議員、関

連する大使館や地方自治体に発送するなどし、日韓 トンネ
ルの実現可能性と推進の必要性を訴えた。

1‐2.講演会への参加

日中の学者 らが参加する国際会議 (オ ンラインリモー

ト)に参加 し、日韓 トンネルが東アジアの平和と安定に役

立つアロジェク トだとい うことを関係者にブリーフィン

グした。
・2021年 11月 26日 :野沢会長が講演 (東京)
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2‐ 1.地形地質の研究

日韓共同調査の実現に向けて対馬海峡西水道に関する

地形地質関連の図面等を整理 した。

2‐2.工法の研究

高水圧下での長距離掘削を行 うため、最大耐水圧性能

2.OMPaの 泥水式岩盤シール ドを研究し、核心となるカッ

タ回転部の土砂ン~ルの工夫などを研究した。

2‐3.ト ンネルエ法の検討

以下のことを検討した。

① 車両限界 :ト ンネルを走行する車両の大きさ (物流

にも対応する)。

② 断面形状 (単線並列、複線断面)

中壁式複線断面を積極的に検討

③ トンネル断面の内空径

④ セグメントの種類と厚さ (耐水圧 2.OMPaを実現す

るため)

⑤ トンネルの外径

⑥ トンネルに働く浮力

⑦ 新期堆積物中における適切な土被り

2‐4.事例研究

2‐ 4-1.小石原川ダム導水 トンネル

2019年 6月 に開通した福岡県朝倉市の小石原川ダム導

水 トンネルの施工事例から次のことを研究した。

① 土砂シールの給脂とオイルの冷却システム

② 掘進中にシール ド周辺の地山状態を判

定する岩盤評価システム
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③ 岩盤にフロン トグリッパを押 し当て、坑壁岩盤の変

形性・弾性を機内から評価するフロン トグリッパ計

測ンステム。
2‐ 4‐ 2.中 国のシール ドマシン技術

中国など海外のシール ドマンン技術の現状を研究し、そ
の技術革新が目覚ましいことを確認 した。

2‐ 5.ト ンネルに関する既存資料収集

当会発足 (1983年 )以降に集積 した トンネル関連資料

を分類整理 して使いやすくした。一部は当会のホームペー

ジに掲載 した。
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3.情報提供 と執筆
日韓 トンネル建設を推進する韓国側団体への情報提供を

行った。

① 韓国海底 トンネル研究会 (ソ ウル)

② 社団法人韓日海底 トンネル研究院

③ 社同法人韓日トンネル研究会 (釜山)

このうち田韓日トンネル研究会が発行した政策提案書 「ユ

ーランア新時代のための韓日トンネル」を日本国内で活用

した。
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4‐ 1.イ ンターネットによる情報収集

海底 トンネルの設計、施工、維持管理などに関する情報

を収集 して整理 した。

4‐ 2.ホ ームページの維持と更新

2022年 3月 29日 時点でページ数 93、 収録 pdfフ ァイル

1027点である。
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5‐ 1.日 韓 トンネル通信の発行

刊行紙 「日韓 トンネル通信」を 5回発行 した。

5‐ 2.パ ンフレットなどの増刷
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